
韓国 特許権者の生産能力を超える侵害製品の販売に対しても損害賠
償を認める方針へ（2020年12月から施行予定） 

現行の韓国特許法では、例えば、特許権者の製品の生産能力が１００個の場合、侵害者が１万個の侵害製品を販売しても、特許権者は自分の生産能力（１００個）
を超える９９００個の製品に対しては正常的に損害賠償を受けることができなかった。 

不動産とは異なり、知的財産権は、権利者が自ら特許製品を生産しながら、第３者にも特許を使わせ、実施料を受け取ることができる特性があるが、現行の韓国特
許法は、このような知的財産権の特徴を十分に反映しておらず、中小企業・ベンチャー企業を中心に、このような問題点について継続的に提起されていた。 

１．背景 

２．改正内容 

2020年6月15日 特許業務法人HARAKENZO 
 WORLD PATENT & TRADEMARK 

www.harakenzo.com/jpn/gaikoku_siryo 

06-6351-4384（代表) ☎ 

韓国支援室長  張 軫鉉 Click ! 

今回の改正法が施行されれば、特許権者は、これまでは損害賠償の対象ではなかった「特許権者の生産能力（１００個）を超える９９００個の製品」に対しても、特許
発明の実施による実施料を侵害者から追加で補償を受けられるようになる。 

損害額 ＝ （特許権者の生産能力範囲内の販売数量×単位数量当たりの利益）＋（特許権者の生産能力を超える販売数量×合理的な実施料率） 

３．期待できる効果 
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